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 ポアソン系列の平滑化を次の状態空間表現により考える．
         ツゴ～Po（λ｛）    タ＝1，．．．，T
         1o9λ｛＝109λ｛＿1＋ε｛    ε｛～i．i．d．M（O，σ2）    5＝2，．．．，コ〔
ここに，〃は観測量，んはポアソソヵ布の平均，そしてTはデータの長さを表わす．この時，観測量の
密度関数は
力（川）一茸ぺ許一
と書かれ，λ。，．．．，λ。の密度関数は
          ・ 1 一夫（・・★アカ（λ…λ・一λ1・σ2）＝里砺σλ、・
と書かれる．ここに，y＝（y・，．．．，γτ），λ＝（λ・，．．．，λ・）である．従って，λの推定値は，例えば，ある与
えられた62のもとで，λの事後尤度
            力（λ162）・⊂力（ツ1λ）力（λ。，．．．，λ。1λ、，62）力（λ、）
による平均として求まる1．一方，σ2の推定値は周辺尤度
／（♂）一∫州λ）肌，＿，λ・1λ・，♂）力（λ・）〃
を最大にするように決めてやればよい．
 問題点が2つある、ひとつは力（λ・）のモデリングであり，もうひとつは計算時間の短縮である．データ
の長さが長い場合，力（λ、）の選択が結果に与える影響はそれほど大きくないと期待される．しかし，デー
タの長さが短い場合，力（λ、）の影響は本質的である．また，状態空間表現の数値計算は比較的高速に行な
えるが，シミュレーション等を試みようとする場合には，さらに高速化を図る必要がある．
 先ず第一の問題点であるが，力（λ、）の同定法として，Z（σ2）を力（λ。）の汎関数とみたし，これを最大に
する力（λ、）を選択する方法が考えられる．そうした方法によった場合，力（λ、）としてδ（λ、一λ、）が最も適
切であることが分かった．ここに，δ（・）はディラック分布を表わす．
 次に第二の問題点であるが，計算時間の短縮を実現するには，状態空間表現の数値計算で最も計算量
の多い数値積分を高速化してやればよい．今，次のような台形公式による数値積分を考える．
∫b∫（κ）・（κ）伽÷1ル）・（・）・州・（ろ）／・亭ル）・（ル）
式の形から，！（κゴ）星（伽）の値がほとんどOと見たせる場合については，右辺の和をとる操作を省略して
も，その影響はごく僅かであると期待される．そこで，「省略」という操作によって計算の高速化を試み
てみた．ポアソン系列の平滑化の場合，∫（κゴ），ξ（κ｛）に相当する関数が極端に大きい値をとるのは極めて
希であるので，！（κ｛）またはg（κづ）が密度に換算して10■12より小さい場合にr省略」するようにした．そ
の結果，各種推定値にほとんど影響を与えずに，最大で1／100，平均的には1／10程度に計算時間の短縮
が可能であることを確認した．
